
主要事業評価シート（第２次実施計画／Ｒ１・２・３年度）

H ～ R

事業費

総人件費

項 05:社会教育費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 04:「ジモトノココロ」プロジェクト 目 07:文化振興費

施 策 の 大 綱 02:健康で生きがいを持てる暮らしの充実 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基 本 施 策 06:文化芸術の振興と文化交流の促進 款 10:教育費

施 策 の 方 向

②
目
的
・
概
要

対象 市民、本市に関わるすべての人

目
的

亀山市文化振興ビジョンに基づき、「市民の文化力の向上」「地域間交流の促進」「団体間の連携拡大」「新しい文化
の創造」を目的として、3年に1度さまざまな文化に関する取り組みを集中して開催する「かめやま文化年」を実施す
る。
【かめやま文化年2020】　令和2年4月1日～令和3年3月31日（1年間）

概
要

「かめやま文化年2020」では、「かがやく」をキーワードとして、これまで培ってきた文化に、さらなる創意工夫等を図
り、文化資源の価値をさらに高めるとともに、参加する人等が自己実現により満足感や達成感を感じ、生き生きと輝け
る事業を展開する。
かめやま文化年プロジェクトの集大成となるかめやま文化年2020で、亀山市の文化を市内外へ発信する。

事業予定期間 25 3 年度 主な根拠法令要綱等

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 生活文化部

17056 かめやま文化年事業 課名 文化スポーツ課 文化共生Ｇ

施
策
体
系

02:文化交流の促進

〇かめやま文化年2020の開催
・パブリックプログラム：２事業
・シチズンプログラム：９事業
・市関係事業：７事業
〇かめやま文化年プロジェクト実行委員会
を開催（計６回　書面も含む）

事
業
費

計
画
額

事業費 3,800千円 19,000千円 600千円
国庫支出金

年
度
実
績

○かめやま文化年2020実施計画を策定
　・R1.12策定（テーマ：かがやく）
○かめやま文化年2020実施事業を決定
　・実行委員会主体8事業、市民団体主体
20事業、市関係13事業
○かめやま文化年2020プレ事業を実施
　・文化大使による寄席を実施（計4回）
○かめやま文化年プロジェクト推進委員会
及び実行委員会を開催（計4回）

地方債

その他

県支出金

一般財源 3,800千円 19,000千円 600千円

予
算
額

事業費 3,600千円 19,000千円
国庫支出金

地方債
その他

県支出金

一般財源 3,600千円 19,000千円 0千円

決
算
額

① 2,147千円 8,878千円
国庫支出金

地方債
その他

県支出金

所要人員 3.00 2.00

一般財源 2,147千円 8,878千円 0千円
② 23,547千円 17,276千円 0千円

一般職員

会計年度任用職員等 0千円 1,598千円 0千円
総コスト（①＋②） 25,694千円 26,154千円 0千円

23,547千円 15,678千円 0千円人
件
費

受益者負担率 0.0% 0.0% 0.0%

③
　
事
業
の
計
画
・
実
績

令和元年度 令和２年度 令和３年度

年
度
計
画

○かめやま文化年2020実施計画の策定

○かめやま文化年2020実施事業の決定

○かめやま文化年2020プレ事業の実施

○かめやま文化年プロジェクト推進委員会
及び実行委員会の開催

○かめやま文化年2020の開催

○かめやま文化年プロジェクト推進委員会
及び実行委員会の開催

○かめやま文化年2020の検証

○かめやま文化年2020記念誌の作成

○かめやま文化年プロジェクト推進委員会
の開催



　

（参考：前期基本計画期間（H29-R3）における評価履歴） ■令和２年度予算額（事業費）の内訳

④
指
標

令和元年度 令和２年度 令和３年度

① かめやま文化年2017の企画事業の年間延べ参加者数（26,810
人）以上を目標として設定

実績値 2,300
単位 人

名称 かめやま文化年2020の企画事業の参加者数（年間延べ人数）
成
果

計画値 27,000

3 5
事業計画の検討、事業実績の検証 実績値 4 6

単位 回 回 回
名称 計画値

②

名称 かめやま文化年プロジェクト推進委員会の開催回数
活
動

計画値 5

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、多くの事業が中止又は延期となったが、感染症対策を講じ、実行委
員会での6回の協議のもとに、計画していた４４事業中、１８事業を実施した。コロナ禍の中、自宅において亀
山の文化を感じてもらえるよう、啓発品である「カメのぶんちゃんぬり絵」の提供を行うほか、「高梁市との文化
交流動画」、「かめやま文化大使の応援動画」等を制作し、行政情報番組やＨＰなどに掲載した。

まずまず実施できた

成
果

【成果は順調に上がったか】

⑤
事
業
の
改
善

前
回
評
価

【前回評価の対応方針の概要を記入】
　かめやま文化年2020において、実施計画に基づき、多様な文化事業を集中的に実施する必要がある。また、多くの人の参画が得
られるよう、啓発品の配布やＳＮＳ、メディア等を活用した情報発信を行う必要がある。

改
善
行
動

【前回評価の対応方針を踏まえ、どのような措置を講じたか】
　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業中止により、文化交流の促進が図られにくい状況であったものの、啓発品の配布やフェ
イスブックやＨＰでの市内外への情報発信、メディアへの情報提供等を実施し、感染症対策を実施したうえで様々な人や団体が満足
感や達成感を感じてもらえるような文化事業を実施した。

③ 実績値
単位

⑦
今
後
の
対
応
方
針

課
題

【課題は何か】

今
後
の
方
向
性

　　「かめやま文化年プロジェクト」が令和３年度で終了となるため、「かめやま文化年プ
ロジェクト」の今後について検討する必要がある。

対
応

【課題に対し、どのように対応するか】

⑥
事
業
の
評
価

評価

　「かめやま文化年プロジェクト」の今後の在り方について、令和３年度に策定予定の文
化芸術推進基本計画に合わせて検討する。

【その他の場合、その内容を記載】
令和２年度でメインとなる事業は完了
令和３年度は検証・記録のみ

効
果

【対応することで、どのような効果が期待できるか】
　新たな文化交流を促進する事業を展開することで更なる亀山市の文化振興に繋が
る。

対応時期 令和３年度

Ｂ
　多くの事業が中止又は延期となったものの、実施した１８事業を通じて、コロナ禍で活動する機会が減少した
団体及び個人の発表の機会の提供や市内の歴史文化に触れる機会の提供を行うことが出来た。動画への文
化大使の出演を通じて、かめやま文化年の機運を高めるとともに、高梁市との文化交流動画の制作を通じ
て、団体との文化交流の促進が図られた。

まずまず成果を得た

（判定）

活
動

【計画どおりに実施できたか】

Ｂ

判
定

活動 A A A B

【１次評価者】 生活文化部　文化スポーツ課　文化共生グループリーダー　松岡　保範

【最終評価者】 生活文化部　文化スポーツ課長　小森　達也

H29 H30 R1 R2 R3
千円

令和２年度の最終予算額 19,000 千円
令和３年度への繰越額 千円

予算額（事業費） 19,000 千円

成果 B B A B

内
訳

令和元年度からの繰越額

拡大

現状維持

縮小

廃止

その他


